















製フード (幅50cmX奥 35cmX高 70cm)を作成した。
3. ストレス負荷条件
①試験1:ベッ ド上に四肢拘束下に30分、60分、 90分、120分間仰臥位に臥床させた。





5. 測 定 :各試験ともス トレス負荷前及び負荷後の2時点、で唾液中α アミラーゼ活性 (AMY)
を測定した。試験Iでは同時点で血圧・脈拍を測定した。
6.倫理的配慮:関西福祉大学看護学部研究倫理委員会に申請し、実施の承認を得たo
E 結果
ストレス負荷の大きさはスト レス負荷後のAMY活性値より負荷前値を差し引し、た値より評価し
た。試験Iでは、AMY活性の差は臥床初期の30分、60分で、はマイナスとなり、順次低下したが、
90分、120分経過した時点ではプラスに転じた。 その際、血圧には変化がなく、脈拍は順次減少した。
臭いの影響を見た試験Eでは、汗臭はプラス値でストレス負荷、 パラ臭はマイナス値でス トレス緩和
傾向を示した。さらに、試験Eで、 臭いを予め揮散させたフード内に頭部を入れ、無拘束下に60分間
仰臥位臥床させた結果、パラ臭と無臭は負荷前 ・後で、大差がなかったが、汗臭と糞便臭はプラス値を
示し、ストレス負荷が推定された。 特に汗臭の影響は大きかった。
IV.考察
試験 Iから、拘束下仰臥位臥床は60分程度の初期ではス トレスを減少させるが、90分付近からは
ストレス負荷に転じる可能性が示唆された。この時、脈拍は順次減少しており、身体的には落ち着き
状態にあると推定された。 また、試験E・皿の結果から、汗臭や糞便臭はス トレス要因となり、特に
汗臭はその作用が大きいことが示された。
v.結論
これまでと同様、健康人8人を対象とし、ラテン方格割り付け試験を行った。臥床時の拘束や病室内
での異臭はストレス要因になることが推定された。臨床現場との関連が今後の課題である。
